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AsurveyusingquestionnaireswascarriedoutinJuly,1996amongjuniorhighschool
students（n＝93）inKumamoto-citytodeterminewhatkindsofdistresstheywere
suffering，andwhetherthekindsofdistressrelatedtotheiregogramandYG-character

types・Sixtypercentofthestudentsrespondedasbeingsufferingfromdistress，no

differencebeingfoundinthesufferingratebetweenmaleandfemalestudents・

Ａｓｔｏｔｈｅｋｉｎｄｓｏｆｄｉｓｔｒｅｓｓ，ｔｈｅｒａｔｅｓｏｆ“wo1ryaboutleaming'，ａｎｄ“physical

distress”ｗｅｒｅａｓｈｉｇｈａｓ４７％ａｎｄ２２％inmalestudents，ａｎｄｔｈｏｓｅｏｆ“worryabout
learning，'ａｎｄ"woITyaboutfriendshiprelations，'wereashighas48％ａｎｄ25％infemale

students，respectively・Inegogram，malestudentsworryingabout“familylife''showed
highscoresatACpoint,whilefemalestudentsworryingabout"mentaldistress"and/ｏｒ

"physicaldistress”showedhighscoresatACpoint，indicatingthatthosewereallinthe

mindstateof"AdaptedChild"・Among5typesofYG-CharacterScales，typｅＥ，ｎａｍｅｌｙ
"emotionallyunstableandpassivetype”Showedthehighestsufferingrateofdistress

bothinmaleandfemalestudents・Thosestudentswithdistresschosedmostfrequently
theirfriends（､＝27）ａｎｄparents（n＝20）asaconsultantoradvisertodissolvethe
distress．

はじめに

中学生期は悩み多き時代であり，自分とは何かを

見つめ始めることで，身体や人間関係の葛藤さらに

は将来への不安などが出現してくる．この悩みや不

満･イライラというストレス源について宗像')は，自

律神経失調症，不安神経症，恐怖症，ヒステリーな

どを生む背景となり，健康生活への影響が大きいと

述べている．

このようなストレスに対する児童・生徒への根本

対策として,河野2)は,①ストレス対処能力の増強②

ストレス刺激要因の減少③サポートシステムの確立

④ストレス耐性の強化を挙げているが，学校現場で

比較的取りやすい対策は，③サポートシステムの確

．教育保健学科

.・前熊本市立京陵中学校

立であると思われる．つまりソーシャルサポートと

しての相談者が重要であり，宗像')も情緒的支援者

がある場合，日常の苛立ち事や神経症状態が軽減す

るとしている．これは相談者がいる場合，悩みに対

して種極的な行動を取ったり，消極的行動を回避さ

せることにつながり，そのことが健康を維持させて

いると理解できる3)．

悩みと健康との関連について,伊藤3)は,悩みが多

くなるに従い健康レベルの低下傾向が認められ，特

に，「性格上の悩み」が最も強く健康レベル（疲労

度，不適応，怒り，緊張）に影響したと述べている．

そして，中学男子は女子に比べて，悩みの対処行動

が積極的･全指向的でありs)，また，他の研究4-7)にお

いても，女子の精神的不健康度が高いという報告が

見られる．この精神的健康について，性格傾向と不

安･悩みとの関連8)を見てみると，情緒不安定傾向が

強いほど不安・悩みが増えていくと言われている．
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①悩みなし

１８（40％）

１９（40％）

３７（40％）

⑤家庭のこと

２（４％）

４（８％）

６（６％）

性格タイプは，中学校用のＹＧ性格検査用紙（日

本心理テスト研究所）を用いて，典型と準型を含め，

平凡型（Ａタイプ)・不安定菰極型（Ｂタイプ)・安

定消極型(Ｃタイプ)・安定菰極型(Ｄタイプ)・不安．

定消極型（Ｅタイプ）の５タイプに分類した．亜型

(Ａ''など）と混合型(ＡＢなど）は分析対象から除外

した21)．

出現率の統計学的検定には苑2検定を用い，エゴグ

ラムの点数（平均値）の有意差の検定にはStudent

のｔ検定を用いた．

結果

１．悩みの種類ごとの集計結果

全対象生徒(93名)のうち，「悩みあり」が56名(６０

％）で，「悩みなし」が37名（40％）であった．「悩

みあり」と「悩みなし」の比率は男子女子の両者ま

ったく同率であった．

表１は，悩みの種類の選択肢７項目から３つまで

選択させた結果を，悩みの種類ごとに集計したもの

である．全体の分布に有意差（P＜0.01）が見られ，

｢勉強のこと」（47％)，「友達のこと」（18％)，「身体

のこと」（14％）の順で多かった．

悩みの種類ごとに見て，男子女子の間で有意差の

見られたものはなかったが，男子で多い悩みは「勉

強のこと」（47％)，「身体のこと」（22％）であり，

女子では「勉強のこと」（47％)，「友達のこと」（２５

％)の順であった．「家庭のこと」で悩んでいる者は

男子女子とも意外に少なかった．

悩みについての研究9-19)は，多くなされているが，

悩みと性格傾向との関連についての研究は門田8)の

みであり，さらに，心理状態（エゴグラム）との関

連で悩みを見た研究は見あたらない．しかし，中学

生期という心理的に不安定な時期の悩みと心理状

態・性格傾向との関連を知っておくことは’養護教

諭がヘルスカウンセリングや保健指導を有効に進め

るために重要と考えられる．そこで私たちは，中学

生の悩みと心理状態・性格傾向との関連を知る目的

で，中学生を対象に質問紙調査をし，その分析を試

みた．

研究方法

1996年７月17日～19日（１学期終了時）に某中学

校の生徒105名（各学年１クラスずつ）を対象とし

て，質問紙（記名法）による集合調査を実施した・

各質問項目に対する回答が全てなされていた93名の

データを分析対象とした．

悩みの選択は，７項目（学校のこと，勉強のこと，

友達のこと，家庭のこと，心のこと，身体のこと，

その他)の中から３つまでとし，選択のない者を｢悩

みなし」とした．悩みの相談相手については，悩み

ごとに９項目（担任の先生，養謹の先生，教科の先

生，その他の先生，父親・母親，兄弟姉妹，その他

の家族，友達，その他）の中から選択し，その人に

相談したい理由を記述で求めた．最後に，養謹の先

生への悩み相談経験の有無とその理由を問うた・

エゴグラムは，「小児用エゴグラム」２０)（以下，エ

ゴグラムとする）を用いて，心理状態を表す５つの

側面，すなわち，批判的な親の自我状態(cP）・養育

的な親の自我状態（ＮＰ)・大人の自我状態（A)・自

由な子どもの自我状態（FC)・順応した子どもの自

我状態(ＡＣ）についての各10項目の質問に対する回

答を点数化した．

２．悩みの種類ごとのエゴグラムの特徴

図１は，悩みの租類ごとにエゴグラムを各得点の

平均値で示したものである．この図１において，男

子女子別にそれぞれの「悩みなし」の者の得点と比

較した．男子では「家庭のこと」で悩む者のＡＣ得

表１．悩みの種類ごとの集計結果（回答例数（％)）
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②学校のこと

８（18％）

４（８％）

１２（13％）

⑥心のこと

２（４％）

１（２％）

３（３％）

③勉強のこと

２１（47％）

２３（48％）

４４（47％）

⑦身体のこと

１０（22％）

３（６％）

１３（14％）

轟
霊
毒

④友達のこと

５（11％）

１２（25％）

１７（18％）

⑧その他

７（16％）

６（13％）

１３（14％）

(男子，、＝４５；女子，、＝４８；全体，ｎ＝93）
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Ｄタイプ

(安定種極型）

卿①，悩みなし②，学校のこと③，勉強のこと④，友達のこと
２０
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図１．悩みの種類ごとのエゴグラム（＠，男子；○，女子）

＊印は悩みなしとの比較（＊,ｐ＜0.05；＊＊，ｐ＜0.01；＊＊＊，ｐ＜０．００１）

※印は男子と女子の比較（※,ｐ＜0.05；※※，ｐ＜0.01；※※※，ｐ＜0.001）

表２．性格タイプごとの悩みの種類の集計結果（回答例数）

－４９－

Ａタイプ

(平凡型）

Ｂタイプ

(不安定積極型）

Ｃタイプ

(安定消極型）

のＡ得点も有意に高かった（P＜0.01)。，
次に，悩みの種類ごとに男子と女子の間でエゴグ

ラム得点を比較した．「身体のこと」で悩む者のＦＣ

得点(p＜０．００１）とＡＣ得点(P＜0.01）には，男子

と女子の間で有意差が見られた.すなわち,ＦＣ得点

は女子が低く,ＡＣ得点は女子が高かった｡また,｢勉
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点が有意に高く（Ｐ＜0.001)，「友達のこと」で悩む

者のＦＣ得点は有意に低かった（Ｐ＜0.01)．女子で

は「心のこと」で悩む者のＡＣ得点が有意に高く

(P＜０．００１)，ＦＣ得点は有意に低かった（P＜0.

001)．さらに，「家庭のこと」で悩む者のＦＣ得点が

有意に高く（P＜0.01)，「その他｣の悩みを訴える者
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表３．悩みの種類とその相談相手の関連（回答例数）
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⑤悩みの種類

②学校のこと

③勉強のこと

④友達のこと

⑤家庭のこと

⑥心のこと

⑦身体のこと

⑧その他
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悩みの種類

②学校のこと

③勉強のこと
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⑦身体のこと

⑧その他
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強のこと」「友達のこと｣で悩む者のＮＰ得点は，女

子が高かった（Ｐ＜0.01)．

８ ０ ８2７

いた．その理由には,「家族には知られたくない｣｢勉

強の仕方」「詳しいから」等があった．

悩みの種類ごとに相談相手を見ると，「勉強のこ

と」は｢友達」（８例)，「教科教師」（６例)，「父母」

(６例）に相談し，「友逮のこと」は「友達」（８

例)，「父母」（３例）に，「身体のこと」は「父母」

(４例)，「養護教諭」（３例）が多く相談者として挙

げられていた．

養謹教諭への相談経験については，「相談あり｣が

11名(男子５名，女子６名)，「相談なし｣が83名(男

子40名，女子43名）であり，全体で89％の者が養護

教諭に相験した経験を持たなかった．養謹教諭へ相

談した理由については，「いじめ」・「友達のこと」・

｢解決できなかったこと｣等が挙げられており，反対

に,相談しなかった理由については，「相談すること

がない」（26名，３１％)が最も多く，以下｢理由なし」

と記戦のないものであった．

考 察

１．悩みの実態について

今回の鯛査では，「悩みあり｣が60％であり，男女

ともにその比率は変わらなかった．これまでの調査

においては，悩みの多い少ないについて得点化し，

対処行動や相談者さらに自覚症状との関連を見たも

のがあるが，悩みの有無についての調査結果は見あ

たらない．ただ中村6)は７項目の悩みの有無を問い，

３．性格タイプと悩みの種類の関連

表２は，性格タイプごとに悩みの種類の回答例数

を集計したものである．性格タイプごとに「悩みあ

り」を集計したところ，全体で分布に有意差があり

(Ｐ＜0.01)，Ｅタイプ(29例)，Ｂタイプ(11例)，Ｄ

タイプ（11例）の順で「悩みあり」が多かったが，

性格タイプごとの男子と女子の間では「悩みあり」

に有意差は見られなかった．

それぞれの性格タイプごとの悩みの種類としては，

どの性格タイプにおいても「勉強のこと」が最も多

かった．

４．悩みの種類と相談相手の関連

表３は，悩みの種類ごとに相談相手にしたい人を

求めたものである．全体で相談相手の分布には有意

差（Ｐ＜0.01）が見られ，中でも「友達」（27例）や

｢父母」（20例)を挙げるものが多かった(55％)．「友

達｣を相談相手に挙げる理由としては,｢話しやすい」

｢軽い悩み」「信用している」「理解してくれそう｣等

であり，「父母」を挙げる理由には，「信用できる」

｢安心する」「気軽に話せる」「将来に関わる｣等が挙

げられていた．相談相手の「その他」も，８回答例

数あり，このうち３例は「勉強のこと」を相談して

－５０－



中学生の悩みとエゴグラム，ＹＧ性格タイプ

男女ともに２～３項目の悩みを持つと述べている。

悩みの種類は，「勉強のこと」が最も多かったが，

これは伊藤3.22)の個人生活における｢勉学上の悩み」

や門田8)の｢勉強｣の悩みが最も多かった結果と一致

している．また，男子と女子の間で悩みの差は見ら

れなかったが，どちらも「勉強のこと」を第一位に

挙げており，これも伊藤231の悩みの性差結果と同様

の結果である．

２．悩みの種類ごとのエゴグラムの特徴について

男子では「家庭のこと」で悩む者のＡＣ得点が高

かったが，これは識名2‘'25)が心身の不適応傾向に寄

与の大きい「とても悩んでいる」悩みの第一は「親

子関係」であると述べていることと関連が深く，家

庭のことで悩む男子は従順さが特徴的であると考え

られる．さらに，「友達のこと｣で悩む男子のＦＣ得

点が有意に低かったが,これまでの伊藤型)や門田8)の

研究では友達の悩みは上位に挙がってこなかった。

よって友達の悩みは，中学生という仲間関係が重要

になる時期においては，悩みとして多くはなくとも，

一旦悩みとなったときに特に男子においては，ＦＣ

を下げてしまい自由な心でいられなくなるものと考

えられる．

杉浦20)のいう心身症･神経症傾向は女子の｢心のこ

と」で悩む者に特徴的(FC＜ＡＣ)であったが，これ

は中学女子の精神的不健康←刀を裏づけるものと言

える．しかし一方で,「家庭のこと｣で悩む女子のＦＣ

得点が高かったことは，心身の不適応傾向にある者

は｢親子関係｣で悩む24)という結果と異なり，今回家

庭のことで悩んでいた女子は，心身の不適応傾向に

はなく，比較的自由な心でいられたと考えられる．

次に，男子と女子の間の比較では,「身体のこと」

で悩む女子は男子に比べてＦＣ得点が低くＡＣ得点

が高いという，いわゆる心身症･神経症傾向２０)を示し

ていることが分かる．身体症状の訴えについては，

不定愁訴症状が悩みと関連していること3)，また箱

神領域と悩みとは関連が深いla26)と言われており，

さらにＡＣ得点の高さとストレスとは高い相関があ

ること")や，女子におけるＡＣ得点の高さは神経性

食欲不振症のパターンに近いこと28)が分かっている

ため，「身体のこと｣で悩む女子については,継続的

な観察が必要と考えられる．

また,男女差について中村6)は,男子に比べて女子

が多くの「内科的症状｣を持っており，玉江29)も「抑

諺を主とした精神症状」と「身体症状」の項目にお

いて，女子が男子を大きく上回っていると述べてい

ることから，身体の悩みは精神的問題と深い関連が

あり，男子に比べて女子に特徴的であると考えられ

る.．

３．性格タイプと悩みの種類の関連について

性格タイプＥ型，Ｂ型，Ｄ型の順で，「悩みあり」

の回答例数が多かった．この性格と悩みについて沢

田釦)は,情緒不安定の者に心身の問題･生活行動習慣

の問題が多く，中でもＹＧ性格テストでＥ型の者の

健康状態が最も悪い３１)と述べている．さらに門田8）

は，悩緒不安定傾向の者は不安・悩みの選択数が増

える傾向にあると言っており，以上のことから性格

と悩みは関連があり，特に情緒不安定で消極的な者

は悩みが多いと考えられる．

４．悩みの種類と相談相手の関連について

相談相手としては｢友達」「父母｣が多く挙げられ

ていたが，伊藤3)の研究でも家族（40.5％）や親友

(37.2％)を挙げる者が多く，相談者がいる者には悩

みが少なく，相談者がいない者には悩みが多いとい

う結果であった．今回「友達」を相談相手に挙げた

理由として，「話しやすい」「信頼している」という

反面,「軽い悩み｣なら話すという面があり，また｢父

母」を相談相手に挙げる理由に，「信頼できる」「安

心する」などがある反面，「その他｣の人を挙げる理

由の中に，「家族には知られたくない｣というものも

ある．これらのことは，宗像')が,家族や友達という

相談相手は二面性を持つと述べていること，すなわ

ち家族は不健康なライフスタイルを回避する影響を

持つ反面，家族との葛藤を合わせ持ち，友達も親友

であると同時に受験の競争相手であるという矛盾を

はらんでいると述べていることと関連していると考

えられる．

今回，全体で89％の者が養護教諭への相談経験を

持っておらず，「身体のこと｣は父母や養護教諭に相

談したいという結果にもかかわらず，実際，養護教

諭に相談したのは「いじめ」や「友達のこと」であ

った．養護教諭への相談について，保健室の利用状

況鯛査を見てみると，阪口32)は中学生の30～40％が

保健室を利用しており，その利用理由の82.9％は，

頭痛・腹痛・唱気・唱吐・胃痛であったと述べてい

る．また,島田ら33)の調査では,中学生の51.4％が保

健室に「あまり行かない」１１％が「全く行かない」

と答えており，その利用理由は「体調が悪い」２７．０

％，「けがの処霞｣22.9％と，この２つで49.9％を占

めており，「相談したい」はわずか1.2％だった．他

の調査鋼)においても，保健室の利用とその理由は同

－ ５１－
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様の傾向を示している．これらのことから，生徒は

身体症状を主訴に保健室を訪れることが多いが，相

談という形でｒ身体のこと」を養護教諭に持ちかけ

ることは少ないと考えられる．

また一方で，継続して生徒を援助したことがある

養謹教諭は中学校で87.7％にものぼり3s)，その相談

内容も，小中高校において「友人関係」が最も多く，

中でも「いじめ」について相談を受けた養護教諭も

中学校で62.1％にのぼると報告されている鱒)．これ

は今回，養護教諭に相談した内容が｢いじめ｣や｢友

達のこと」だった結果と一致している．

以上のことを生徒側から見ると，身体のことをき

っかけに養護教諭と短時間のかかわりを持つことが

多いが，養護教諭側から見ると，継続的な相談経験

も多く，「心身の健康問題や心の悩みの健康相談｣37）

の必要性を感じるという違いがあると考えられる．

おわりに

中学生の持つ悩みの種類とエゴグラム，性格タイ

プとの関連を知るために，1996年７月に熊本市内の

一中学校にて質問紙調査を行い，以下の結論を得た．

１．生徒の60％が悩みを持ち，男子と女子の間でこ

の割合に違いはなかった．

２．悩みの種類については，特に勉強の悩みと身体
の悩みは男子において47％と22％と高く，勉強の

悩みと友達の悩みは女子において48％と25％と高

かった．

３．エゴグラムにおいて，家庭の悩みを持つ男子は

ＡＣ得点が高く，一方心の悩みあるいは身体の悩

みを持つ女子はＡＣ得点が高く，従順さが表れて

いた．

４．５つの性格タイプのうちＥ型(情緒不安定消極

型）が，男子女子両方において悩みが最も多かっ

た．

５．悩みを持つ生徒は，相談相手に友達や父母を多

く挙げていた．

引用文献

l）宗像恒次：行勤科学からみた健康と病気，メジカルフレ

ンド社，東京，1987

2）河野友信：河野・吾郷鰻，ストレス診断ハンドブック，

261-263,メディカル・サイエンス・インターナショナル，

東京，1990

3）伊藤武樹：悩みとその対処行動が中学生の健康レペルに

及ぼす影智，学校保健研究，35,413-424,1993、

4）伊東純子，他：中学生の疲労に関する研究（第一報）謡

種的疲労鯛査の結果，第41回日本学校保健学会餓演集，

３１３，１９９４

５）小林優子，他：中学生の生活上のストレスと綱神的健康

に関する研究,第41回日本学校保健学会廟洩集,423,1994

６）中村和彦，他：中学生における心因性内科的症状の実感，

第43回日本学校保健学会鯛演築，426-427,1996

７）宮崎博子，他：児童・生徒の生活と健康（２）自覚症状

有症率における学年推移，第42回日本学校保健学会鰯演集，

２５０，１９９５

８）門田新一郎：中学生の稲神的健康に関する要因の検肘，

岡山大学教育学部研究集録，101,215-228,1996

９）今井保次，他：中学生の悩み(Ⅸ)，日本教育心理学会第

２２回総会発表瞳文集，526-527,1980

10)遠藤徹，他：中学生の悩み（11)，日本心理学会第４２回

大会発表鴎文集，1064-1065，1978

11)遠藤徹，他：中学生の悩み(Ⅳ)，日本応用心理学会第

４５回大会発表飴文集，49,1978

12)遠藤徹，他：中学生の悩み(Ⅵ)，日本敦育心理学会第

２１回総会発表瞳文集，970-971,1979

13)遠藤徹，他：中学生の悩み(Ｘ)，日本教育心理学会第

２２回総会発表脇文集，528-529,1980

14)内藤哲雄，他：中学生の悩み（１），日本教育心理学会第

２０回総会発表鴎文集，412-413,1978

15)内藤哲雄，他：中学生の悩み(Ｖ)，日本心理学会第43回

大会発表輪文集，595,1979

16)内藤哲雄，他：中学生の悩み(Ⅶ)，日本心理学会第44回

大会発表臆文集，589,1980

17)内藤哲雄，他：中学生の悩み(Ⅷ)，日本敦育心理学会第

２２回総会発表脇文集，524-525,1980

18）井川弥生，他：中学生の心身の健康に関する要因の研究，

健康教室，３０（10)，97-107,1979

19)泰政春：中学生の悩み，教育と医学，慶応通値５，４２９

－４３６，１９７９

２０）杉浦守邦：ヘルスカウンセリングの進め方３－心理テス

トの進め方。醜み方，148-157，東山密房，1993

21）俵里英子，他：新しい質問紙法エゴグラム（東大式）と

ＣＭＩ，Ｙ－Ｇテストとの関係についての考察，交流分析研

究，９（１，２)，13-19,1984

22）伊藤武樹：中学生の悩みとその対処行動，学校保健研究，

35,209-219,1993

23）伊藤武樹：中学生の悩み及び自覚症状とその対処行励の

関連一数Zl化II類を用いた検肘一，学校保健研究,36,145

-157,1994

24）職名節子，他：思春期の心身の不適応徴候のスクリーニ

ング法の検肘一数皿化II類による解析(2)－，第42回日本

学校保健学会廟演集，216,1995

25）職名節子，他：思春期の学校や家庭に対する意職と身体

症状や悩みについて一数避化II類による解析一，第43回日

本学校保健学会鯛演集，264-265,1996

26）岡田隆介，他：健康鯛査・悩み鯛在を通してみた中学生

の悩みについて，臨床鞘神医学，11,985-994,1982

－５２－



中学生の悩みとエゴグラム，ＹＧ性格タイプ

27）松波槙介：エゴグラムとストレス反応，工学院大学共通

課程研究腫叢，33,121-137,1995

28)十河真人,他：新しい質問紙法エゴグラムの臨床的応用－

その３．心身症のエゴグラムー，心身医学，２７（４），330

-336,1987

29）玉江和義，他：北九州市内公立中学校３年生生徒におけ

る自覚症状の実態，福岡敦育大学体育研究センター紀要，

19,21-29,1995

30）沢田孝二：性格傾向が健康生活に及ぼす影密（第５報)，

第43回日本学校保健学会購演集，300-301,1996

31）沢田孝二：性格傾向が健康生活に及ぼす影響（第４報)，

第42回日本学校保健学会鱗演集，242,1995

32）阪口禎男，他：保健室肪問に関する心理学的考察一高校

生のＣＡＳ不安心理テス､ﾄによる－，千葉大学教育学部研

究紀要，３３（２），197-212

33）島田揚子，他：生徒の不安感と蕊睡教諭の対応との関連

について一ある中学校におけるアンケート溺査をもとに－，

熊本大学教育学部養腫教諭饗成課程卒業研究聴文，1997

34）長崎県教育センター：学校における教育相駿の在り方一

養痩敬飴の相験活勤を中心として－，紀要，174,71-91,

1993

35）中島玲子，他：養渡教諭の相醗実態から相駿教職を考え

る，第39回日本学校保健学会購演梨，302,1992

36）土取洋子，他：子どもの心の健康実態と養睡教駿の相陵

活動，第44回日本学校保健学会廟波集，430-431,1997

37）小倉学，他：養霞教識に対する保渡者のニーズー執務項

目選択･要望内容を中心に－，学校保健研究，３０（２），７８

-84,1988

－ ５３－


	表題

	はじめに
	研究方法
	結果
	１．悩みの種類ごとの集計結果
	２．悩みの種類ごとのエゴグラムの特徴
	３．性格タイプと悩みの種類の関連
	４．悩みの種類と相談相手の関連

	考察
	１．悩みの実態について
	２．悩みの種類ごとのエゴグラムの特徴について
	３．性格タイプと悩みの種類の関連について
	４．悩みの種類と相談相手の関連について

	おわりに
	引用文献



